
平
成
二
十
八
年
十
月
三
日
提
出

質

問

第

三

五

号

日
本
政
府
の
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
協
力
の
検
証
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

逢

坂

誠

二

35



日
本
政
府
の
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
協
力
の
検
証
に
関
す
る
質
問
主
意
書

先
般
提
出
し
た
「
日
本
政
府
の
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
協
力
の
検
証
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
第
百
九
十
一
回
国
会
質
問
第
一

八
号
）
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
九
一
第
一
八
号
。
以
下
「
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
の
内
容
に
疑
義
が
あ
る
た
め
、
改

め
て
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。

一

答
弁
書
で
は
、
イ
ラ
ク
に
対
す
る
武
力
行
使
は
、
「
国
際
連
合
憲
章
第
七
章
の
下
で
採
択
さ
れ
た
国
際
連
合
安
全
保
障
理

事
会
の
決
議
第
六
百
七
十
八
号
、
決
議
第
六
百
八
十
七
号
及
び
決
議
第
千
四
百
四
十
一
号
を
含
む
関
連
す
る
安
保
理
の
決
議

に
よ
り
正
当
化
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
」
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
平
成
十
五
年
八
月
一
日
に
公
布
さ
れ
た
イ
ラ
ク

に
お
け
る
人
道
復
興
支
援
活
動
及
び
安
全
確
保
支
援
活
動
の
実
施
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
「
本
法
」
と
い
う
。
）
の
第
一

条
の
「
こ
の
法
律
は
、
イ
ラ
ク
特
別
事
態
（
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
六
百
七
十
八
号
、
第
六
百
八
十
七
号
及
び

第
千
四
百
四
十
一
号
並
び
に
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
同
理
事
会
決
議
に
基
づ
き
国
際
連
合
加
盟
国
に
よ
り
イ
ラ
ク
に
対
し
て
行

わ
れ
た
武
力
行
使
並
び
に
こ
れ
に
引
き
続
く
事
態
を
い
う
。
）
を
受
け
て
」
の
条
文
を
単
に
繰
り
返
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ

り
、
さ
ら
に
本
法
は
、
平
成
二
十
一
年
七
月
に
期
限
が
切
れ
失
効
し
て
い
る
。
先
般
提
出
し
た
「
日
本
政
府
の
イ
ラ
ク
戦
争

へ
の
協
力
の
検
証
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
第
百
九
十
一
回
国
会
質
問
第
一
八
号
）
は
、
そ
の
後
の
状
況
の
変
化
、
た
と

一



え
ば
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ル
コ
ッ
ト
委
員
会
報
告
な
ど
が
出
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
鑑
み
て
、
政
府
の
本
法
制
定
時
の
判
断
を
再
検

証
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
の
現
時
点
で
の
意
思
の
有
無
を
問
う
も
の
で
あ
り
、
既
に
失
効
し
た
法
律
の
立
法
目
的
を
答

弁
に
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
こ
と
は
全
く
誠
意
に
欠
け
る
と
と
も
に
、
直
近
の
国
際
社
会
の
趨
勢
を
踏
ま
え
な
い
稚
拙
な
答
弁

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
改
め
て
問
う
が
、
世
界
各
国
で
イ
ラ
ク
戦
争
の
開
戦
当
時
の
意
思
決
定
過
程
の
調
査
、
研
究
が
進

み
、
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
で
チ
ル
コ
ッ
ト
委
員
会
の
報
告
が
公
表
さ
れ
た
現
時
点
に
お
い
て
も
、
当
時
の
日
本
政
府
の
判
断
は

妥
当
で
あ
っ
た
と
す
る
考
え
は
変
わ
ら
な
い
の
か
。
政
府
の
認
識
を
改
め
て
示
さ
れ
た
い
。

二

答
弁
書
で
は
、
「
イ
ラ
ク
は
、
十
二
年
間
に
わ
た
り
、
累
次
の
安
保
理
の
決
議
に
違
反
し
続
け
」
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、

イ
ラ
ク
が
違
反
し
た
「
累
次
の
安
保
理
の
決
議
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
決
議
か
。
そ
の
決
議
の
名
称
と
と
も
に
内
容
を
具
体

的
に
示
さ
れ
た
い
。

三

平
成
十
五
年
三
月
二
十
日
、
イ
ラ
ク
の
フ
セ
イ
ン
政
権
に
対
し
て
米
英
等
が
武
力
行
使
を
開
始
し
た
も
の
の
、
正
規
軍
同

士
の
戦
闘
は
同
年
中
に
終
了
し
、
同
年
五
月
に
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
よ
り
「
大
規
模
戦
闘
終

結
宣
言
」
が
出
て
、
そ
の
後
、
十
年
余
り
が
経
過
し
た
。
関
係
各
国
は
、
当
時
の
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
協
力
を
再
検
証
し
、
開

戦
当
時
の
判
断
に
誤
り
が
あ
っ
た
な
ど
の
結
果
を
発
表
す
る
中
、
日
本
政
府
は
再
検
証
す
る
意
思
を
表
明
し
て
い
な
い
。
少

二



な
く
と
も
、
平
成
二
十
五
年
四
月
三
日
の
衆
議
院
の
海
賊
行
為
へ
の
対
処
並
び
に
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
防
止
及
び
我
が
国
の

協
力
支
援
活
動
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
岸
田
外
務
大
臣
は
「
イ
ラ
ク
の
大
量
破
壊
兵
器
が
確
認
で
き
な
か
っ

た
、
こ
の
事
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
厳
粛
に
受
け
と
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
答
弁
書
で
い
う
「
当
時
の

日
本
政
府
の
判
断
は
、
今
日
振
り
返
っ
て
も
妥
当
性
を
失
う
も
の
で
は
な
く
」
と
政
府
が
判
断
す
る
根
拠
は
何
か
。
具
体
的

に
示
さ
れ
た
い
。

四

安
倍
総
理
は
、
平
成
十
九
年
四
月
二
十
四
日
の
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
「
イ
ラ
ク
が
過
去
実
際
に
大
量
破
壊
兵
器
を

使
用
し
た
事
実
や
、
国
連
査
察
団
が
数
々
の
未
解
決
の
問
題
を
指
摘
し
た
こ
と
等
に
鑑
み
れ
ば
、
対
イ
ラ
ク
武
力
行
使
が
開

始
さ
れ
た
当
時
、
イ
ラ
ク
に
大
量
破
壊
兵
器
が
存
在
す
る
と
信
じ
る
に
足
る
理
由
が
あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
「
日
本

政
府
が
対
イ
ラ
ク
武
力
行
使
を
支
持
し
た
の
は
、
あ
く
ま
で
、
累
次
の
国
連
安
保
理
諸
決
議
及
び
国
連
査
察
団
の
累
次
の
報

告
等
に
基
づ
い
て
主
体
的
に
判
断
し
た
」
と
答
弁
し
て
い
る
も
の
の
、
鈴
木
宗
男
議
員
の
提
出
し
た
「
イ
ラ
ク
戦
争
開
戦
時

の
誤
情
報
に
係
る
米
国
大
統
領
の
認
識
に
対
す
る
政
府
の
見
解
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
第
百
七
十
回
国
会
質
問
第
三

一
〇
号
）
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
三
一
〇
号
。
以
下
「
鈴
木
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
で
は
、
政
府
は
、

「
二
千
四
年
十
月
七
日
に
発
表
さ
れ
た
イ
ラ
ク
の
大
量
破
壊
兵
器
に
関
す
る
米
国
中
央
情
報
局
長
官
特
別
顧
問
に
よ
る
包
括

三



的
報
告
、
い
わ
ゆ
る
イ
ラ
ク
監
視
グ
ル
ー
プ
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
イ
ラ
ク
に
大
量
破
壊
兵
器
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
ほ
ぼ

確
実
と
な
っ
た
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
国
大
統
領
が
述
べ
て
い
る
の
は
、
イ
ラ
ク
の
大
量
破
壊
兵
器

に
関
す
る
米
国
政
府
自
ら
の
情
報
が
結
果
と
し
て
誤
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
と
承
知
し
て
お
り
」
、
「
我
が
国

の
米
国
等
に
よ
る
イ
ラ
ク
に
対
す
る
武
力
の
行
使
へ
の
支
持
は
、
飽
く
ま
で
累
次
の
関
連
す
る
安
保
理
の
決
議
及
び
Ｕ
Ｎ
Ｍ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
等
の
査
察
報
告
等
に
基
づ
い
て
自
主
的
に
判
断
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
判
断
は
正
し
か
っ
た
と
考
え
る
」
の
は

平
成
十
五
年
の
イ
ラ
ク
戦
争
開
戦
当
時
の
判
断
を
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
政
府
が
「
イ
ラ
ク
の
大
量
破
壊
兵
器
に
関
す
る

米
国
政
府
自
ら
の
情
報
が
結
果
と
し
て
誤
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
と
承
知
し
て
お
り
、
我
が
国
政
府
に
つ
い
て

は
そ
の
よ
う
な
事
情
が
無
く
」
と
鈴
木
答
弁
書
で
答
弁
し
て
い
る
こ
と
は
、
平
成
十
五
年
当
時
の
「
情
報
」
と
現
時
点
の
情

報
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
平
成
十
五
年
当
時
の
情
報
把
握
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と

を
認
め
つ
つ
、
鈴
木
答
弁
書
で
「
イ
ラ
ク
の
大
量
破
壊
兵
器
に
関
す
る
米
国
政
府
自
ら
の
情
報
が
結
果
と
し
て
誤
っ
て
い

た
」
と
答
弁
し
て
い
る
現
時
点
で
は
、
平
成
十
五
年
の
イ
ラ
ク
戦
争
開
戦
当
時
の
事
実
関
係
の
把
握
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
が
「
イ
ラ
ク
に
大
量
破
壊
兵
器
が
存
在
す
る
と
信
じ

る
に
足
る
理
由
が
あ
っ
た
と
考
え
」
「
日
本
政
府
が
対
イ
ラ
ク
武
力
行
使
を
支
持
し
た
の
は
」
「
累
次
の
国
連
安
保
理
諸
決

四



議
及
び
国
連
査
察
団
の
累
次
の
報
告
等
に
基
づ
い
て
主
体
的
に
判
断
し
た
」
と
言
い
続
け
る
の
は
欺
瞞
で
は
な
い
か
。
改
め

て
問
う
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ル
コ
ッ
ト
委
員
会
報
告
な
ど
が
出
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
鑑
み
て
も
、
政
府
は
答
弁
書
で
い
う

「
当
時
の
日
本
政
府
の
判
断
は
、
今
日
振
り
返
っ
て
も
妥
当
性
を
失
う
も
の
で
は
な
く
、
政
府
と
し
て
改
め
て
当
該
判
断
に

つ
い
て
検
証
を
行
う
考
え
は
な
い
」
と
強
弁
す
る
の
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

鈴
木
答
弁
書
で
政
府
が
い
う
「
イ
ラ
ク
の
大
量
破
壊
兵
器
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
自
ら
の
情
報
に
結
果
と
し
て

誤
り
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
」
、
「
我
が
国
政
府
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
な
事
情
が
無

く
」
と
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
が
自
ら
収
集
し
た
情
報
に
は
誤
り
が
あ
っ
た
が
、
当
時
の
日
本
政
府
の
把
握
し
て
い
た

情
報
に
は
誤
り
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

政
府
の
い
う
「
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
等
の
査
察
報
告
等
に
基
づ
い
て
自
主
的
に
判
断
し
た
も
の
」
に
関
し
て
、
平
成
十
五
年

六
月
十
二
日
、
「
（
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
）
の
ブ
リ
ッ
ク
ス
委
員
長
は
、
五
日
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
で
最
新
の
四
半
期
報

告
を
行
い
、
こ
の
な
か
で
、
六
月
末
で
委
員
長
の
職
を
退
任
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
」
、
「
イ
ラ
ク
で
の
現
地
査
察
中

に
「
イ
ラ
ク
が
大
量
破
壊
兵
器
計
画
を
継
続
し
て
い
る
証
拠
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
」
と
し
、
米
国
等
の
対
応
に
批
判
的
な

見
方
を
示
し
た
」
と
原
子
力
産
業
新
聞
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
米
英
等
に
よ
る
イ
ラ
ク
へ
の
武
力
行
使
に
よ
り
、
Ｕ

五



Ｎ
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
の
現
地
査
察
が
打
ち
切
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
ブ
リ
ッ
ク
ス
委
員
長
自
身
が
イ
ラ
ク
で
の
現

地
査
察
に
十
分
な
時
間
が
与
え
ら
れ
ず
、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
の
査
察
報
告
そ
の
も
の
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
発
言
等
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
日
本
政
府
の
把
握
し
て
い
た
情
報
に
は
誤
り
が
な
か
っ
た
と
い
え

る
の
か
。
ま
た
答
弁
書
で
い
う
「
当
時
の
日
本
政
府
の
判
断
は
、
今
日
振
り
返
っ
て
も
妥
当
性
を
失
う
も
の
で
は
な
く
、
政

府
と
し
て
改
め
て
当
該
判
断
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
考
え
は
な
い
」
と
強
弁
す
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

六


